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記事  １    第 5 回車両部会を開催    (平成 25 年 7 月 25 日)  

２    平成 26 年度予算に係る「地下鉄事業」に関する要望活動の実施(1) 

       ３   平成 25 年度「エコレールラインプロジェクト推進会議」の開催 

      ４   地下鉄における火災対策等に係る研修会を開催 

  

1. 第 5 回車両部会を開催しました。 

地下鉄施設等の保守・維持に関する研究会の第 5 回車両部会を、7 月 25 日（木）13 時

より東京地下鉄(株)綾瀬車両管理所において 8 地下鉄事業者と鉄道総合技術研究所を委

員として開催しました。 

同部会では、部会のテーマである車両検査周期の延伸（新検査体系）への取り組みを開

始した東京地下鉄(株)での経緯と試験計画について説明を受け、鉄道総研のアドバイスも

交えながら熱心に議論しました。 

東京地下鉄では、平成 20 年からプロジェクトチームを結成し、新検査体系導入による車

両定期検査の効率化内容、安全性の検証、導入計画の策定について検討してきました。

検討にあたり、①湿度が高く、粉塵量が多いなど地下鉄の特殊性を考慮する。②試験では

延長時の評価はもとより、現状周期も評価する。③試験条件は最悪の条件を考慮する。を

基本方針としました。周期延伸試験は 25 年度末に検査入場予定車両の周期を 1 年延長し、

試験後に安全性を評価します。試験に於ける調査項目については、油脂類では、車軸軸

受グリス、軸継手グリス、主電動機軸受グリス等、また、ゴム類では差圧弁、モノリンクの緩衝

体等を想定していますが、その他の調査項目については、地下鉄の特殊性を踏まえて学識

経験者、専門家等で構成する委員会で決定します。 

なお、新検査体系への移行による効果は、各路線とも半年から 1 年の周期延伸が可能に

なることから、入場車両数が減少し、車両保守費の 16％程度の減少が見込まれると試算し

ています。         

「車両部会会議風景」             「綾瀬工場台車整備ライン」 

 

 



 

2. 平成 26 年度予算に係る「地下鉄事業」に関する要望活動を実施しました。 

  国の平成 26 年度予算に係る概算要求を  

控え、7 月 25 日、当協会として「平成 26 年 

度予算に係る『地下鉄事業』に関する要望」 

を、国土交通省、総務省、環境省に行いま 

した。 

国土交通省では、国土交通省鉄道局の 

   瀧口敬二局長、堀内丈太郎都市鉄道政策 

   課長に、髙島宗一郎会長(福岡市長)及び 

   当協会専務理事武林郁二が面談し、要望      ①瀧口局長への要請 

書を手渡し、「仙台市東西線の新設、福岡市七隈線の延伸」や「トンネルの老朽化対策 

工事の新規補助対象化」などの重点要望事項について要望しました。              

                引き続き、総務省に赴き、会長及び専務理事が佐藤

文俊財政局長、 村中健一公営企業担当審議官、

廣澤英治公営企業経営室長に面談し、要望書を手

渡すとともに、特に「繰上償還制度の復活」や「特例

債制度の拡充」など重点要望事項について要望しま

した。なお、両省の大臣など三役にも要望書を提出

しました。 

  ②佐藤財政局長への要請    

また、「エコレールラインプロジェクト事業」に関し、環境省総合環境政策局環境計画 

課の近藤智洋課長及び同課課長補佐 谷貝雄三課長補佐に面談し、要望書を手渡 

し、「エコレールラインプロジェクト事業」に係る予算確保について、要望しました。 

    当協会としましては、国の平成 26 年度予算に係る概算要求を控え、４月に開催しまし 

た「国交省、総務省との意見交換会」でのご要望を踏まえつつ、今回の要望活動をはじ 

め、今後与党に対し協会役員とともに、要望活動を行っていくこととしておりますので、 

要望事項実現のため、会員各位の更なるご支援ご協力をお願い申し上げます。 

  なお、要望書は、添付フアィルのとおりです。 

 

3. 平成 25 年度「エコレールラインプロジェクト推進会議」が開催されました。 

  国土交通省は、平成 25 年 7 月 25 日 

(木)15 時から、「エコレールラインプロジ 

ェクト推進会議」を、同省(合同庁舎３ 

号館特別会議室)において開催し、当 

協会からは、武林郁二専務理事が出席 

しました。 

         (写真は、同会議の模様) 

      

 

 



 

この会議では、瀧口鉄道局長から補助金の獲得について督励があり、引き続き都市 

鉄道政策課高桒圭一室長から「エコレールラインプロジェクト事業」の補助制度の概要 

説明がありました。 

また、鉄道事業における CO2 削減に向けた先進事例として、東京地下鉄株式会社 

などから「車両の省エネ化に関する取り組み」等が紹介されました。 

 

4. 「地下鉄における火災対策等に係る研修会」を開催しました。 

            当協会では、来る９月１日が「防災の日」であることに鑑み、去る７月２６日(金)に協会 

会議室において、お客様の安全安心を確保するために「地下鉄における火災対策等に 

係る研修会」を開催しました。1７事業者 3５名の参加があり、東京消防庁予防部予防課 

長はじめ５名が講演されました。 

   まず、予防課長の柏木修一氏から①地震を踏まえた火災対策について、②地下鉄火 

災への対応について、次に防火管理課長補佐長谷川清美氏から③帰宅困難者対策に 

ついて、引き続き④鉄道ターミナル駅に係る防災安全対策の諸課題について、それぞれ 

実例を交えながら講演いただきました。 

   参加者からは、名古屋市交通局や北総鉄道㈱から「駅構内における火災を発生させ 

ない環境整備」等について質疑がなされるとともに、鉄道ターミナル駅に係る防災安全対 

策についても、名古屋市交通局から「乗客の避難誘導」等について質疑があり、長時間 

わたる非常に活発な研修会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ① 火災対策等研修会の風景         ②帰宅困難者対策に聞き入る参加者 

 

 

 

 

 

    （（（（注注注注））））    必要に応じ、社内へ転送、回覧などをお願いします。 

    配信先を変更又は追加した方がよい場合は、新しい配信先の職名、氏名及びメール

アドレスをお知らせ下さい。 

本短信について、ご意見をお寄せ下さい。 

連絡先： mukaida@jametro.or.jp 
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